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このレポート上に書かれているURLはクリックできます。できない場合は最新のAdobeReaderをダウン

ロードしてください。(無料) 

 

 

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html 

 

 

 

このレポートの利用に際しては、以下の条件を遵守してください。 

 

 

このレポートに含まれる一切の内容に関する著作権は、タツヤ(以下著者)に帰属し、日本の著作権法や

国際条約などで保護されています。 

 

 

著作権法上、認められた場合を除き、著作権者の許可なく、このレポートの全部又は一部を、複製、転

載、販売、その他の二次利用行為を行うことを禁じます。 

これに違反する行為を行った場合には、関係法令に基づき、民事、刑事を問わず法的責任を負うことが

あります。 

 

 

著者は、このレポートの内容の正確性、安全性、有用性等について、一切の保証を与えるものではありま

せん。また、このレポートに含まれる情報及び内容の利用によって、直接・間接的に生じた損害について

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html
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一切の責任を負わないものとします。 

 

 

このレポートの使用に当たっては、以上にご同意いただいた上、ご自身の責任のもとご活用いただきますよ

うお願いいたします。 
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 ễỉ (ểỂ ṧỄỂ ṧỉ )

 

これから、記事の書き方をご紹介していきたいわけですが、そもそも僕の記事の書き方にどういった特徴が

あるか気になるかもしれません。 

そこで、以下では軽くそちらについてご紹介できればと思います。 

 

 

これまで、僕は３回のブログコンサルを受けてきたのですが、それぞれ１０万円・２０万円・７万円のコン

サル。 

それぞれ価値があったわけですが、特に２０１８年２月に受けた７万円のコンサルは価値があったと思っ

ています。 

理由があって、それが「再現性の高さ」です。 

再現性の高さというと抽象的ですが、簡単に言えば「１０人が実践したら、１０人とも同じ様に実践でき

る」ということなんですね。 

 

 

再現性が高くなければいけない理由がありまして、逆に「１０人が実践したら、１０人ともバラバラにしか

実践できないノウハウ」ってよろしくないと思っているからなんですね。 

受験勉強も同じようなもので、生徒が１０人いるとして、１０人ともバラバラにしか理解できないノウハウ

ってよろしくないのかなと。 

 

 

それ以前のコンサルやブログ記事では、「勉強になった！」ということは度々あったのですが、実践してみると

どうも上手く実践できないということがあったんですね。 

理由があって、先ほどの通り再現性の低さに関係するのですが、言い換えれば「主観が入ってしまう」ことに

関係しています。 

つまり、人それぞれ考え方が違うことが原因で、主観で「こうやって記事を書いたらいいかな？」みたいな感
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じで記事を書いてしまうわけなんですね。 

結果、１０人ともバラバラな記事ができあがってしまうということになってしまい、出る結果もバラバラというこ

とになってしまうわけです。 

 

 

ジャンルやキーワードが違えば結果が異なるのは当然なので、結果が多少なりともバラバラなのはしょうがな

いと思っています。 

一方で、僕が目指しているところであり僕の記事の書き方の特徴としては、１）主観が入らないことによる

再現性の高さ２）１）を達成することにより、１０人が実践したら１０人とも同じ様に実践できるという

特徴があるわけですが、それを以下ではご紹介します。 

 

 

Ể.  

さて、これから記事の書き方に入りたいわけですが、

。 

。 

ブログの本質＝価値提供でして、読者さんの抱える悩みを解決することがそれに当たるからです。 

 

 

。 

理由は簡単で、検索にかかることがないから。 

検索にかからないとアクセスが集まらないわけですが、それもこれも読者さんが検索するのは悩みを解決す

るためです。 

Youtubeでは娯楽を求められている節がありますが、ブログは違います。 

ブログで求められているのは、悩みを解決できるかどうかだけです。 
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例えば、僕は最近みぞおちが痛くなって検索したのですが、「みぞおちが痛いけどなぜだろう？」という悩みを

解決するために検索したわけでして、そのブログからすれば僕という読者を集客できたわけですね。 

 

 

日記ブログでは、悩みを解決できるわけじゃないので検索にかからないわけですが、検索にかかるためにも

悩みを解決する記事を書かなきゃいけません。 

 

 

そんなわけですが、悩み悩みとは言うものの、「あなたが抱えていた悩みは何でしたか？」と僕が聞いても、

なかなか思い浮かばないかと思います。 

で、そこで最適なのが知恵袋で悩みを見つけることなんですね。 

 

 

例えば、今回は「ブログ PV」で検索してみました。 

 

 

 

https://chiebukuro.yahoo.co.jp/
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すると、このような画面になりますので、上の赤枠の悩みをクリックしてみます。 

 

 

 

すると、このような画面になるのですが、このような悩みを解決するために記事を書いていくわけですね。 

そしてこれが記事を書く上での大前提になりますので、その前提を理解した上で以下をご覧になってくださ

いね。 
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ể. ểỂṌểỂỂ ễ  

具体的な戦略構築編をまだご覧になっていないということであれば、まずはそちらをご覧になっていただけれ

ばと思うわけですが、 ḵẓ ḵ

ểỂṌểỂỂ ễ 。 

ライバルが強過ぎず需要が少な過ぎないからですね。 

 

 

そんなわけで、検索ボリュームが１０～１００の３語キーワードを探すために必要なのは「関連キーワー

ド取得ツール」と「キーワードプランナー」なわけですが、まずは関連キーワード取得ツールの使い方について

です。 

 

 

まずは、こちらをクリックしてください。 

 

https://odatatsuya.com/gutaitekinasennryakukoutikuhenn.pdf
http://www.related-keywords.com/
http://www.related-keywords.com/
https://adwords.google.com/home/tools/keyword-planner/
http://www.related-keywords.com/
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すると、このような画面になりますので、１の赤枠に(＊１)例として「ブログ」と入力し、(＊２)２の赤枠の

「取得開始」をクリックしてください。 

 

(＊１)例えば、あなたが「英語」のブログを運営しているのであれば、「英語」ですとか「TOEIC」と入力

していただければと思うのですが、今回は例として「ブログ」と入力してみてください。 

 

(＊２)時々、以下のようになるのですが・・・ 
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再更新するか、最悪「http://www.related-keywords.com/」の URLを新しいページで開い

て、再び「ブログ」と入力してみてください。 

 

 

 

すると、このような画面になりますので、上の赤枠の「全キーワードリスト(重複除去)」を１）Windowsで

あれば「Ctrl」＋「A」(＝全選択)→「Ctrl」＋「C」(＝コピー)し２）Macであれば「Control」もしくは

「Command」＋「A」(＝全選択)→「Ctrl」＋「C」(＝コピー)して、(＊３)メモ帳はじめエディターにペー

ストしてください。 

 

(＊３)僕はCrescent Eveというエディターを使っています。 

 

http://www.kashim.com/eve/get.html
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すると、このような画面になるのですが、後でまたこちらのエディターに戻りますので、このままにしておいてくだ

さい。 

 

 

次に、それぞれのキーワードにどれくらいの需要があるかをキーワードプランナーで調べて行きたいわけですが、

まずはこちらをクリックしてください。 

 

https://adwords.google.com/home/tools/keyword-planner/
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すると、このような画面になりますので、(＊４)上の赤枠の「ログイン」をクリックしてください。 

 

(＊４)Gmailのアカウントをまだ作成されていない方は、ピンクの枠の「アカウントを作成」から「アカウン

ト」を作成してください。 
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すると、このような画面になりますので、１の赤枠の「パスワードを入力」に「あなたが設定したパスワード」を

入力し、２の赤枠の「次へ」をクリックしてください。 
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すると、このような画面になりますので、上の赤枠の「検索ボリュームと傾向を取得」をクリックしてください。 
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すると、このような画面になりますので、１の赤枠の「オプション１：キーワードを入力」に先程の 
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をコピペし、２の赤枠の「検索ボリュームを取得」をクリックしてください。 
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すると、このような画面になるのですが、(＊５)上の赤枠の「月間平均検索ボリューム」がそれぞれのキー

ワードにどれくらいの需要があるかを示しています。 

 

(＊５)「競合性」というのは、僕たち記事を書く側の競合性ではなく、広告主にとっての競合性です。

簡単に言えば、競合性が高い＝広告主がたくさんいるということで、逆も然りです。 

 

ボリュームの目安は以下になります。 

 

検索ボリューム１０，０００～＝ライバルがめちゃくちゃ強い(＝まずは月１万円稼ぐためには参入す

べきじゃない) 

検索ボリューム１００～１，０００＝ライバルが結構強い(＝まずは月１万円稼げるようになってか

らor多少なりとも稼げるようになってから参入すべき) 

ểỂṌểỂỂṬ (Ṭ ể

) 

検索ボリューム～１０＝ライバルが弱いけど需要がない(＝ずっと参入すべきじゃない) 

 

そんなわけですが、先程の 
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を見てみると分かるわけでして、「１０万～１００万」とか「１万～１０万」とか、「１０～１，０００」

どころじゃないくらいボリュームが多いことが分かるかと思います。 

つまり、ライバルが強過ぎです。 

 

 

そこで、ボリュームが「１０～１，０００」であり３語キーワードを探すためにも、例えば「ブログ おすすめ」

を再び「関連キーワード取得ツール」にかけて行きます。 
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すると、このような画面になるのですが、上の赤枠に上から「ブログ おすすめ 無料」や「ブログ おすすめ 

収入」や「ブログ おすすめ ２０１７」など３語キーワードがあるのが分かるかと思います。 

そこで、先ほどの通り上の赤枠の「全キーワードリスト」を１）Windowsであれば「Ctrl」＋「A」(＝全選

択)→「Ctrl」＋「C」(＝コピー)し２）Macであれば「Control」もしくは「Command」＋「A」(＝全選

択)→「Ctrl」＋「C」(＝コピー)し、キーワードプランナーに以下の１の赤枠のようにペーストし、 

 

 

 

２の赤枠の「検索ボリュームを取得」をクリックしてください。 

 



記事の書き方編 

 

Copyright (C) 2018 タツヤ All Rights Reserved. 

- 21 

- 

 

 

すると、このような画面になるのですが、上の赤枠の上から３つ目に「業務スーパー おすすめ ブログ」とい

う３語キーワードでボリュームが「１００～１，０００」のキーワードがあります。 

下に行くとまだまだあるのですが、いずれにせよボリュームが「１０～１，０００」の３語キーワードを探す

ことができたのが分かるかと思います。 

 

 

そんなわけですが、少し難しいかもしれないので、以下に動画に撮りました。 

↓↓↓ 

https://www.youtube.com/watch?v=vkygnCtoZoI&feature=youtu.be 

 

https://www.youtube.com/watch?v=vkygnCtoZoI&feature=youtu.be
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Ễ.  

。 

よく、準備８割本番２割だなんて言われますが、その準備に当たるのがリサーチ。 

つまり、それくらい大事なんですね。 

 

 

とはいえ、今の段階だとまだリサーチの大切さを理解できないでしょうし、それは以前の僕も同じでした。 

リサーチに時間をかけるより、リサーチせずに記事を書いた方がいいと思っていたんですね。 

 

 

そんなわけですが、リサーチしなければいけない理由は、上位表示している記事および記事が上位表示し

ている仕組みから分かりまして、例えば「ブログ アクセスアップ」で検索してみた結果が以下になります。 
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例えば、「【丸ごと公開】ブログを月間50万PVまでアクセスアップさせた全手法」はじめ

Ṭ

。 

グーグルは、「滞在時間」はじめ２００にものぼる項目より記事の順位を付けていると言われていますが、

とにもかくにも読者さんが求める記事を、グーグルとしては上位に表示させたいというわけなんです。 

 

 

もしかしたら、「Aという記事とBという記事があるとして、どうやって優劣を付けるの？」と思われるかもしれ

https://junichi-manga.com/access-up-methods/
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ませんが、まさに先程の「滞在時間(＝読者さんが、訪れたブログに滞在する時間)」などを総合的に判断

するというわけです。 

例えば、ブログAブログBそれぞれの滞在時間が以下だったとすると、 

 

A  

１０秒 

 

B  

３分 

 

ブログBの方がいいブログなんだなぁというのが分かるかと思います。 

だって、ブログAに訪れた読者さんはたったの１０秒しかそのブログに滞在しないわけですから、何か問題

があるに違いないです。 

例えば、「ブログのアクセスアップはどうすればいいんだろう？」という悩みを解決したくて「ブログ アクセスアッ

プ」と検索したのに、記事の内容が「ブログのアクセスアップは必要ない！」という内容だったらすぐ閉じるは

ず。 

悩みを解決できないわけですから。 

 

 

と、こんな感じで、滞在時間はじめ２００にものぼると言われている項目をクリアしているのが上位表示し

ている記事なわけでして、 

 

上位表示している記事をリサーチする→グーグルおよび読者さんが求めているものが分かる→求めてい

るものを記事に書く→上位表示する可能性が高くなる 

 

というわけなんですね。 

 

 

そんなわけですが、肝心のリサーチ＆記事の構成の考え方については、以下に動画に撮りました。 

↓↓↓ 
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https://youtu.be/qh13GuysYGU 

 

また、動画内で紹介されていたテンプレートは以下になります。 

↓↓↓ 

https://odatatsuya.com/researchframework.docx 

 

ễ.  

。 

とはいえ、３つほどポイントがあって、「タイトル」・「導入文」・「見出し」になります。 

 

 

 

ểṖ ỄṖ( )ễỄ

。 

 

 

１）のタイトルにキーワードを入れるということなのですが、これは上位表示させるために大切。 

グーグルがどの記事を上位表示させるか判断する際の一つの指標が、「タイトルにキーワードが入っている

かどうか」だからなんですね。 

 

 

次に、２）の(できるだけ)３２文字以内にするということなのですが、普段検索する時のことを考えれば

分かります。 

 

https://youtu.be/qh13GuysYGU
https://odatatsuya.com/researchframework.docx
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検索すると、上記の画像のような検索結果が表示されるわけですが、上の赤枠がタイトルでして、３２文

字以上だとそれ以降は「…」と表示されるようになっています。 

だからこそ、タイトルは３２文字以内にするべきなのですが、できるだけでOKです。 

３２文字以内にしておかしくなるくらいだったら、それ以上でもOKってことですね。 
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記事には「導入文」・「本文」・「まとめ(＝あってもなくてもよい)」の３つに分かれているのですが、以下のよ

うになっています。 

 

 

文章 

文章 

文章 

 

 

文章 

文章 

文章 

 

 

文章 

文章 

文章 

 

 

この記事では、仮想通貨の基礎基本から堅実に利益を出す投資方法を解説して行きたいと思いま

す。 

堅実な投資方法ということですが、仮想通貨の本質から考える損失を出しにくい投資方法なんです

ね。 

 

損失を出すのは絶対嫌なわけですが、結論から言えば「実際に使われる仮想通貨」を見極めて投資

することが大事になります。 

実際に仮想通貨が使われる→価値が上がる→価格が上がるからなのですが、シンプルなもののめちゃく
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ちゃ大事。 

例えば、リップルという仮想通貨は国際送金に使用される予定なわけですが、こういった実際に使われ

る通貨は価値がグンと上がるんですね。 

 

そんなわけですが、堅実な投資方法を知り、損失を出さないどころか、投資額の１０倍１００倍を狙

って行きましょう。 

 

 

文章 

文章 

文章 

 

 

文章 

文章 

文章 

 

そんなわけですが、 ểṖ ḵ

ỄṖểṖ

。 

 

 

まずは、１）の「導入文を読んでもらい「記事全体を読もう！」と読者さんに判断していただくこと」につい

てなのですが、これは僕たちが導入文を読む時も同じ様に判断しているものです。 

記事全体を読むと３分くらいかかってしまうので、その前にまずは導入文を読んで記事全体を読むにふさ

わしいか判断するものなんですね。 

 

 

無意識レベルでそうしている可能性も高いかと思いますが、一度検索してみると分かるかと思います。 

十中八九、導入文を読んで記事全体を読むにふさわしいか判断しているかと思いますよ。 
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次に、２）の「１）を達成するためにその記事が誰のために書かれているか分かるようにすること、そしてそ

のために「結論」を言うこと」についてなのですが、「じゃあ、どうやったら導入文を読んだ読者さんに記事全

体を読んでもらえるの？」と思われたかと思います。 

で、その結論が、「その記事が誰のために書かれているか分かるようにすること」であり、言い換えれば「この

記事は僕/私が求めていた記事だ！」と思ってもらうことなんですね。 

じゃあ、どうやったら「この記事は僕/私が求めていた記事だ！」と思ってもらえるかと言いますと、「結論を言

ってしまう」ことなんですね。 

 

 

例えば、先程の 

 

 

(Ṭ )。 

堅実な投資方法ということですが、仮想通貨の本質から考える損失を出しにくい投資方法なんです

ね。 

 

損失を出すのは絶対嫌なわけですが、

(Ṭ )。 

実際に仮想通貨が使われる→価値が上がる→価格が上がるからなのですが、シンプルなもののめちゃく

ちゃ大事。 

例えば、リップルという仮想通貨は国際送金に使用される予定なわけですが、こういった実際に使われ

る通貨は価値がグンと上がるんですね。 

 

そんなわけですが、堅実な投資方法を知り、損失を出さないどころか、投資額の１０倍１００倍を狙

って行きましょう。 

 

のように、結論を言ってしまいます。 
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すると、先ほどの通り「この記事は僕/私が求めていた記事だ！」と思ってもらえるというわけなんですね。 

 

 

もしかしたら、「先に結論を言ってしまうと、逆に記事全体を読むことってなくなるんじゃない？」と思われるか

もしれませんし、僕もそう思っていた節がありますが、そうでもありません。 

と言いますのも、例えば先程の導入文の例の 

 

(Ṭ ) 

 

(Ṭ ) 

 

を読んで、「なるほど！投資で堅実に利益を出すためには、実際に使われる仮想通貨を見極めて投資す

ることなのか！分かった！記事全体を読むのを辞めておこう！」となるかと言えば、そうでもないはず。 

だって、「実際に使われる仮想通貨を見極めて投資すると言われても、どうやって見極めればいいのかまだ

分かりませんし、分かるためにも記事全体を読もう！」となるからなんですね。 

 

 

 

見出しというのは、以下の画像のようなものなのですが・・・ 
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簡単に言えば、本の目次もとい(＊１)見出しと同じです。 

 

(＊１) 見出しのつけ方については、詳しくは[WordPressブログの見出しがつけられない]たったの２

ステップで解決できます！という記事に書きましたので、参考になさってください。 

また、見出しもとい目次の作り方については、詳しくは[ブログの目次を作りたい]PS Auto Sitemapで

簡単に解決！という記事に書きましたので、参考になさってくださいね。 

 

そんなわけですが、 SEO

。 

 

 

と言いますのも、先程の以下の画像を見ることで、 

 

https://odatatsuya.com/heading/
https://odatatsuya.com/heading/
https://odatatsuya.com/psautositemap/
https://odatatsuya.com/psautositemap/
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その記事全体を読むか読まないか決めることがあるからですね。 

当然、読まないと決めれば、先ほどの通り離脱しちゃうわけですので、見出しをつけるのが大事なのはそう

いうことです。 

 

 


